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上野国分寺参道遺跡  
群蟻町営国府南部地lズ土地改良串業に伴う理戯文化財発抽闇査概裡  

19 9 7  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   



序   

北に赤城山、榛名lltを控え、遠くに谷川連邦を望む。南には太陽の輝きをさんさん  

と浴びる広い平野。束に利根川の青い激流。何には戌関山の仁一い頂を骨貝に上野匝＝何  

に向かうハ代〕勅t】迫。まるで、四神州応の地をほうふつさせるようなこの地の一角に  

上野1叶分寺参道追跡があります。   

追跡の才一称は、土地の人々に代々言い伝えられてきた通称国分寺参退からとったも  

のです。匝l分寺参道と称する場所は、国分寺の南側にあり、l軋分寺に向かって州他の  

区割りが迫のように細長く続いています。   

近くには、上町国分寺跡、国分尼寺跡、抑烏り二町国府跡等の了l－イじ重要追跡が散在し  

ています。竪穴仙i－トを中心に牡清を営んでいた当‖寺の人々が、この他を訪れた時どん  

な感慨を持ったでしょうか。   

広い寺城に築地を巡らし、九を屋根にのせた金堂、講堂、七亜塔等の建物群。広大  

な伽藍や推定63メートル前後の高さを持つ七重塔を見た時の驚きは如何ばかりであっ  

たことでしょう。平出な土地にこつぜんと現れた七菰塔の高さと広大な伽藍に射し、  

まさに畏敬の念を打って拝んだことと想います。参道を含めた寺の周辺も国分寺との  

開辿の探い生ず舌があったことは乱し像できます。   

この度、肝一晦町でl町営l動㈲謝部土地改良郎業を行うにあたり、申前に前橋巾分につ  

いての発相調査を行いました。   

この道跡は、H代の人々が畏敬の念を柑ってイ訓IJした寺への参道と予想される拗所  

を含む所です。道明摘l；分だけの線の訓査でしたが、匹1分寺を僻明できる寮料が少しで  

も発見されればとのノ赴いで調査を行いました。資料の多くは平安l払代のものであり、  

国分寺の参道を実証できませんでしたが、国分寺の衷退とのl朴辿を探る資料は得られ  

たのではないかと皿います。ご一説いただき、ご指導をいただければ辛いと願ってい  

ますム  

平成9年3ノ1  

前橋了けセI蟻軋文化財発掘肌査l立1  

川 艮 lい 叫 誠 一   



1．本書は、群馬町営国府南部土地改良難業に伴う上目牒l分寺参迫遺跡発掘胡査朝莞吾である。  

2．追跡は、群蟻県前橋‾市元総社＝い字州l】1530番地先に所在する∩  

3．副査は、前橋†1J‘埋蔵文化財発掘調査出＝41艮中西誠一が、粗相机良清水稔と委託契約を純綿し実施した。   

調査の概要は以下のとおりである。  

発掘・整理糾さ11者  角藤仁志（前橋市川l臓戊化財発抑制相羽l発掘調査係）  

吉111聖二（前橋両●理械文化財党側摘服査、jl発掘調査係）  

掘 調 査 jUJ 川  平成針隼9ハ19lト平成8咋12‖20ll  

碁到卜報告脊作成用＝冊  平成8年12パ211ニト平成9年3パ2511  

調  査  所  棉  3，635Il12  

4．本書の原稿執筆・編塊は啓磯・割「lが行った。整肘乍業をはじめ図版作成は、亦石忠彦・石原義夫・㍍木   

操・岸フクエ・ほ木秋子・湯浅たま江・混沌適イの各整理イ乍業員が行った。  

5．発掘調査で出土した遣物は、当訓価弛はり前橋市教育委員会に保管賓什を依跡し、前橋打数育委員会‾文化財   

保護課で保管されている。  

凡  

1．挿図「いにイ則1＝ノた北は座牒北である。  

2．挿睦＝こ建設省国土地即院発行の1／2．5カ地形1窒1（前橋－lけ）をイ江川Jした。  

3．本道跡の略称は8A77である。  

4．名遺構および逝構施子役の略称は次のとおりである。   

Ⅰ卜・竪穴住屈址  D…土坑  W‥瀾加   Ⅰ…井戸址  P…柱火（ピット）  

5．追構・避物の実泄順lの縮尺は次のとおりである。  

遺構  住居址・土坑・‥1／80  竃断面図…l／40  溝址・‥1／100  

全イ射図・‥1／500  

遺物  1／1、1／3、1／4、2／3  

6．スクリーントーンの似川Jは次のとおりである。  

遺構平而凶  粘ニト・田  

桃築†仙‥挺』  

㍊色処理…［］  炭化物（スス付請など）…団  

庚紬軸器断面…m  擦痕…E≡ヨ   

遺構断面図  火Ilり火…粧調  

遺物実洲‖窒l 施利敵田卜‥巨三三召  

須恵記断面…－  



Ⅰ 調査に］至る経緯  

ll追跡の位置と瑞境  

‖ 調 査 の 経 過  

lV 層  序  

V 追 桃 と 造 物  

VI成 果 と 問 題 山  

Ⅰ）lノ．1追跡全H ′佃．仙1二（Ⅰ－Ⅰ－2・4）  

2 八・H・Ⅲオ全損  

住居址（11－9・15・16・19・20）  

3 什 居 址（ll－12・2t・25）  

1 什 居 址（Il－22・28・33・39）  

Ⅰ）IJ． 5 トト1・2・4・7・9・12り▲イ≡廿日山11二1二土帯  

G lト9・‖・12・13・15・16・17・19・2ト25サ  

イ判甘址‖l二卜土・絹  

71ト22・25・29・こil・33・35・40サ什居址‖土土㍊  

8 金属製晶、瓦  

し－l■  

トーig．12Il－34、35、36、37、39・11サ附Ⅲ1仁  ‥…‥ 20  

t3 W－l、2、Ⅰ〕－l、2、Ⅰ－Ⅰ…‥‥・………・ 21  

tlト1－l・2・1・5・7・9～12サ  

ドig．t．t肘l可分宣■さ参払出跡と周辺追跡㈱  

2 川神勅H■：参）蛍追跡瞭畔二1瀾咽・  

ニi j出跡・遺構仝休l刻  

イl井；・址廿卜の．日帯  111－1、2、1、9サ伴侶址  

5 lⅠ】5・6・7、8別l押測二  

（う l1－3、10、‖、15り・作目址  

151l－12シフ・什居址目上の川昔 ……  

16II－12・13・15・16・17・19・2t号  

711－I2・13、1′卜23・38サ住居址、1）一2・  15  

8 l1－16、17、t臥21サ伴侶址  16  

（）11－19・20、22・28㌢住居州  17  

tOlI－24、25、26・2れ川凧皿        ・ 1～i  

‖ⅠⅠ－29・30、3l、32、33、朋サ什居址   ・ 用  

什居Jl川1上の二巨岩謹  

17 ‖－22・25・28・29・3t・33・35り・  

仲居址‖寸．の二日帯  

18lト35・37・1什り・  

什居址‖斗の・＝帯、金川製■1■】】、イ「矧1／I …・ 26  

表   

rl、とIl）．t H押匝l分守参道追跡追捕・■覧衣  

2 十．帯観類火（ハ坪トヤ′友時代）  

′Il∈ll）．1 イJ㌍昔・イl灘肘朋麿填  

5 九槻娯衣   

3 金届製品観察衣  

11l  



Ⅰ 調査に至る経緯   

＝別i妄1分キ参道遺跡は、平成8年度ふるさと総合整備部業の一つである肝一l鳥町′首怪＝ff南部地Ⅰ塞土地改良車共に  

伴う規賊文化財発抑制査として、平成8咋9‖から12ノ1にかけて矢施された。発相調査に至る結締は以下のとお  

りである。   

7削、じ…J－より了11J楠†lJ散骨委員会に、酎府南部馳lさこの土地改良を計画したことに伴い、平成7 年7ノニj、い‖也I亘での  

二卜木二l二郎を尖施したい旨、連絡があった。さらにl司年10‖、IiiJ地l互lノ」の前楠山城分について軋載文化財調査に関  

する串前協議がなされた。該当地域は、史跡上付l乳汁寺跡から南ノJ‘約200‖1と近接しており追跡の重要性は推定  

できる。群蝿町の計画する土地改良叫業の公州てⅠミから協議を行い、その紺黒、⊥地改良難業に先立ち同遺跡の1！lt  

職■文化財肌査を実施することになった。   

平成8年5ノj、l洞発予定地及び面相等について再協溝が行われ、その後の・升続きは前橋71丁数育委員会が糾糾す  

る前橋り規職‾文化財発掘綱査団が中心となって行った。   

平成8年9ノ‥J51二】、肝偶町長と前橋†I曲職一文化財発抑調査日＝立とのl～りで発抑制査の委託契約が締結され、Iiり遺  

跡の規成文化財発抑制査をl縄始するに］三った。なお、訓査蟄川の内、良家仙人捌こIl分の13％については国り．用i助  

小葉「†いノ」遺跡」で費ノIJ負担を行った。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境   

上野l室一分寸参道追跡は、前橋■lけ維川也（川・＝寸近）から利根川を隔てて、叫約4kt11の地ノ∴し前橋打と群㍑町との  

境に所在する。追跡他の地番は前橋市元総社町乍西川1530布地光である。   

染谷川を挟み、上野国分寺跡のすぐ両ノノに付二世する本遺跡は、利根川イり二声の榛名lt1来両難に広がる札l、！；ケ規扇  

状地が前楠台地に移行する付近に当たる。本道跡の柵ノバニは県道前相見l－1一線が東西に、東ソJ‘には阻越自動車道が  

刷北に走る。本選跡の所在する元総社町は、近年住宅の建設が急増したものの、本遺跡周辺は、まだ農地が広がっ  

ており、のどかな景糾を保っている。しかし、腿業の形態はl甘代とともに変化し、かつて雅蚕のための桑川が広  

がっていた場所に、現在は数多くのビニルハウスが建てられ都†けルナのり！f共栽培が盛んに行われている。そして、  

本道跡叫には、この畑地の中に迫のように細長く上付国分寺へ向かって続くl塞判りがみられ、地元ではこれをト】く1  

分守参道と称している。   

今川の訓査によって検山された主な遺構は、ほとんど平安時代御闇灘であるが、周辺の遺跡にⅠ主1をl小ナると、  

本道跡を含む地域には、純文時代からIIl他に生る数多くの追跡が散在する。本追跡の北火にあたる」l二野国分（侶）  

キ・尼寺IH甘地域遺跡群では、拙文Il封骨中期から中世に至る住居・集落跡が検‖されている。   

■l－●墳崎代以降の遺跡としては、本道跡より輌西3．5k‖に位置する5世紀後州から6壮紀初光りの豪族の居鮒ある  

いは祭il軋地設と考えられるニッキⅠ遺跡、北火2．5k‖1には6世紀前半の大型前ノJ∵後lり墳の三仁l1Ⅰ‾古墳からり．し内最終  

末期となる‡に塔11171】一明、蛇穴山ハ墳まで続く総社了l灘群が広がる。また、ハ椚肝の南西近く、木造跡からみると  

北火約l．5kmには、lヨ胤川jの建立とされるl圧仁廃寺跡がある。さらに本遺跡の火ノJ■1．5kIllの前橋市元総社町一冊は、  

上押国府の耶意地と考えられている。そして、本遺跡川辺には後疋l肛遺跡・ノ．：も羽遺跡・塚汀l村来迎跡等のH椚崎  

代から奈良・平安時代の追跡も枚～勘こ暇がない。   

このように本道跡をとりまく地域は、拙文l吋代から人々の生ず’一千の似であり、月利こ5・ll摘己後州にこの地域で椴も  

キJ▲くヤマトの柵力とのつながりを成立させていた有力豪放の勢力地となり、また、その後の中央政椰との閃イ系を  

もつ卜毛町氏の本拠地の一部ともいえる地域に付二間するといえる。   
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25，000 前  
500   （川「  0  

l．卜軒l封分寺跡 2．．卜相同分尼寺跡 3．‥l二t三け畠1一」一跡 1．1・．押国府椎兄地 5．粧甘勅lり凸 6．下京州道跡 7．北頂追跡 8．怪」分墳追跡  

9．同分句■＝・＝肛岨域追朗10．烏羽遺跡】1．1日古池跡12．′甘往追跡1こi．後疋側道跡14．塚‖削減追跡15．元総社小学便校庭追跡16．元結  

神明押迫跡17．草甘酢跡18．関東樋出道跡H．1軋甘樋追跡 20，桜ケIt追跡 2】．■片野立退村来追跡 22．大原倣追跡 23．仰木追跡 21．通  

兄l圧■l「墳 25．総社ニイ・川1いi■f 26．要れl【l■l用127．宜坊山八州 28．蛇穴山1購1  

ドig．1 日粁国分ご、11参道遺跡と川辺追跡l窒1  

2   



Ⅲ 調 査 経 過   

平成8咋9ノ」5l】に埋蔵文化財発抑制査の委需劇的が締結されたことに北づき、9‖1馴二1より作業の効率化を  

鑑み爪機による表土の排除作業を闘始した。制査悩3，635Il12を地形や現道のI処】イ糸からA～E区に分けることとし  

た。衣⊥抑制を開始したところ、A・Bl去については当初の予想より遺構面がかなり淡くなることが判明したの  

で、道川帥け）棚認のため帽約50c‖lのサブトレンナを人れることとした。その結果、住居址は黒色粘賀二Ⅰ二小に構築  

されていること、C・D区はC－4lメニを除いて什居址の痕跡はみあたらないこと、Elメニは黒色柚質がやや購いこ  

と等が分かり、党朋摘．り査の準備が整った10ノj151l、Al夏より本格的な制動ことりかかることとした。  

l削姜する農地のビニルハウス移転のため、Bはの制査を途小で中断し、11‖よりElメニの調査に人った。ここは  

遣物が多く、また重複する住居址も多いことから予定よりも作業に十川取った。Dlメ：については、表土掘削で向  

北に走る溝扶遺構があることが判lリJしていたが、その範囲碓認のための深裾をかなり深くする必要があり、州め  

戻しを含めた安全耐を考え、小旬に集lいして訓査することとした。C－21さこは、地元では上野国分寺へ1ミる参道  

があったといわれてきた場所であるため憤爪な調査を行ったが、特に参道に関連するような痕跡は認められなかっ  

た。しかし、参道の可能性を匂わすように他の二l∴地に比べ一段供くなっていること等から、B区の調査が終了し  

た段階で帽50（、‖のサブトレンナを入れ目刑査をす  

ることとしたが、参道に関連する遺構等は確認で  

きなかった。  

12川まB・C－2区の調査をlトL、に行った。そ  

の後追跡全休写真据形、追跡全体測鼠、理め戻し  

等に人り12‖20‖には現地発抑制査を完了させた。   

その後、平成9咋1ノ」61二lから3ノJ2511まで、  

城輌収減価灘理作業蛋ミにおいて整即作業を行い、  

すべての作業を完成させるはこびとなった。  刑証区設≠川津1  

Ⅳ 屑  

0  本追跡においては、ほとんどの遺構はロームを主体とした地山を州り  

込んで構築されているが、この状況を示す良好な地ノ∴】、が柑られなかった  

ため、ここではA・Bl互を中心とする、現地衣何から避構の床面までの  

基本的な肘序を記録した。C・Dlさこは現地表面から地山までの屑厚はき  

わめて沖いうえに、耕作などによりカクランがひどく碓認が困難をきわ  

めた。  
t nl  

Ⅰ屑暗褐也粗砂層 屑惇50〔！111耕作土。浅刷B・Ci刷酎二ほ含む。  

II屑槌暗褐色紺砂屑 層厚30c‖l」∵㍑註・瓦包含屑。浅削C峰石を含む。  

IlI屑≠．l‘‡褐也州砂層 層悍40cm 洩りりC悼イイを含む。多くの遺構がこの  

【l二部でプラン碓認できた。  

1V 桐賞褐色lコーム層 層厚不lリJローム漸位層と水成珊瑚のローム層  

とから成る。多くの遇構がこの脚を州り込んで構築されている。   

-2m 

卜鮒＝長1分守参道逝潮灘抑1州l到  ドiH・．2  



Ⅴ 遺 構 と 遺 物  

「11al〕．1上野l卦分寺参道追跡遺構一覧表  

住屈址一覧表  

酬紆．（調査区  位   階  棚張（川）射互×了机ヒ  面相（‖l～）腫前  三l川l方IFi】   寵   遣  物   岬 州  ドig   

Il－1（∧）  X16  Y47一－48  （1月1）× 3．19  （5．0）19c‖1  N－80－】ミ  木村恨甜  カ「ノラケ、杯、九   11CllてJ   

‖－2（∧）  Ⅹ16  Y46   （1．6d）×：う．22  （川）20川  N－60－】仁  来和郎認  カリラケ、林、九、鉄   ＝CllTJ   

ll－3（∧）  X16  Y4トー42  （0．86）× こi．50  （2．1）14川  N－30－W  末椰註弘  杯、ノ・L   11Cか   6   

ⅠⅠ－4（∧）  X15  Y39・－40  （2．7n）×5．t6  10C後   

ⅠⅠ－5（∧）  X15  Y36、37  （0．5）   N＿1020－】亡  束辺補講  咋、尤、鉄   10Cll一丁   5   

tl－6（∧）  X15  （2．48）×5．06   9C後   

II－7（∧）  Xl小～15． Y35～36  （2．51）×1．24  （11．7）30r111  N－980－Ⅰく  来辺弼冨  カワラケ、椀、九、鉄   10C後   5   

Ⅰ1－8（∧）  X15  Y34～35  （3．00）×1．24  （16．8）2l川  N＿1250－1亡  火辺㈹布  椀、杯、九、鉄、砥イf   9C後か  5   

ⅠⅠ－9（∧）  X15  Y26一、－27  （2．28）×1．00  （9．1）25川  N－960－1ミ  束辺柄井  杯、此、鉄   10C後   

t・Ⅰ－10（∧）  X15～16， Y24   2．85 ×：う．95  9．8  26r‖  N－970－I仁  東辺佃彷  カリラケ、椀、九   】OC後   

Il－11（】り  X16、17， Y22、23  3．fi6 × こ＝う0  12．0  27ぐ川  N－620－Ⅰミ  根辺小火  椀、杯、難、壷、尤   9C後   6   

Il－12（Iり  Ⅹ38～39， Y48、49  （1．64）×（3．12）  （3．8） 25川  N－1150－Ⅰ仁  」i イセ  椀、叫、、架、羽釜、ノ・己、鉄、軋イJ  9C後   

】Ⅰ－13（lり  X38、39， Y47～48  り．06）× 4．38  （13．9） 49川  N■1190－1ミ  束辺雨宮  椀、杯、難、尤、鉄   10Cll一丁   7   

lI一‖（∧）  X15～16， Y38～40  （3．06）×（7．08）  （13．5）30川  N－170－Ⅰく  」ミ碓批  椀、瓦、鉄   1nC   

lI－15（】仁）  X38～39， Y47～48  （1．60）×（3．18）  （4．5）42川  N－970－1ミ  束辺南井  咋、九、鉄   10C■前   6   

ⅠⅠ－16（】く）  X38～39， Y40、41  3．06 × こi．52  10．4  62川  N－930－1く  束辺由布  椀、難、尤、鉄   9C後   8   

ⅠⅠ－17（IC）  X38、39． Y40   2．46 ×（2．鋸）  （6．6）34川  N－820－Ⅰミ  机  辺  杯、瓦、鉄   9C後   8   

ⅠⅠ一18（Ⅰり  X39  Y40、41  （l．50）× 3．68  （4．8）55cll】  N－40－W  未確認  杯、尤   不lリj   8   

ⅠⅠ－19（Ⅰり  X38～39． Y52   （l．15）×（こi．82）  （5．3）13川t  N－990－】ミ  机辺潮省  椀、杯、雄、九、鉄   9C後   9   

ⅠⅠ－20（Ⅰ二）  X39  Y5l～52  （3．35）×（1．こiO）  （13．5）：う】川  N＿11こiO【H  机辺刷縛  杯、尤   9C後   9   

ⅠⅠ－21（】仁）  X38～39， Y12～13  2．76 ×：う．5（；  9．1 18川l  N－850一Ⅰく  机辺刷冨  杯、九、鉄   】1Cl）行   8   

ⅠⅠ－22（Ⅰミ）  X16、17， Y22、23  （5．11）×（5．06）  （21．5）69川  N－830－Ⅰく  来辺柄省  州、杯、J・L、鉄   】1C前   

】・l－23（∧）  X16  Y37、一38  （0．95）× 川0  （2．8）18川  N－90【l仁  来仰＝†土  月こ、羽釜、九、鉄   10CllTJ   7   

ll－24（1り  X30～31． Y18～19  3．20 ×（2．60）  （7Ji）：il（一日  N－990－Ⅰ仁  如辺・い火  杯、羽釜、尤   10C前   10   

トl－25（1り  X40～11． Y19、20  右71×（3．封）  （12．1）14川  N－760－Ⅰく  束  辺  咋、艶、杯菰   61い、6後  l‖   

lI－26（lり  X39～10． Y19   3．10 ×（2．58）  （8．2）：ilぐIll  N－870－】二  机辺潮彿  1不、尤   ＝CllTf   l＝   

lI－27（1り  X39～40． Y19～20  （3．16）× こi．88  （10．9）29川  N－980－1く  根辺中火  丹、、羽釜、九   9C後   

Il－28（】り  X21、22． Y22、23  （3．08）×（3．82）  （1l．7）69川  N－9ドーⅠミ  東  辺  椀、1イこ、正、鉄   10C後   

lI－29（lり  X54  Y19   （2．48）×（1．04）  （2．1）12川  N－870－Ⅰく  机辺裾縛  杯、尤   9C後   

ll－30（Ⅰち）  X53、54， Y19   2．服 ×（2．00）  （5．1）12ぐm  N－880→Ⅰミ  来  辺  林、凡   9C後   

】Ⅰ－ニil（Ii）  X5l、52， Y20   3．10 ×（1．12）  （：う．4）29川  N－950－Ⅰ⊂  末柵認  咋、ノ・L   1r）C11丁′   

ll－32（】り  X48  Y19一－20  2．24 ×（2．77  （7．2）29川  N－8（）0－Ⅰ仁  机  辺  咋、羽釜、九   10C後   

ⅠⅠ一ニi3（Ⅰミ）  X33、31， Y40～41  2．71×（2．ミ）8）  （0．7）2n川  N→900－I亡  渠辺胡縛  椀、咋、羽釜、九   10C嗣   

IⅠ一別（1り  X32～3こi． Y40   （2．01）×（2Ji6）  （5．2） 2川  N－920－Iミ  束  辺  咋、羽釜   10C後   12   

lⅠ－35（l二）  X34～35， YlO～41  3．：う2×（2．82）  11Cか   

lI－36（Iり  X34  Yll  （0．3）  丹、、無、九   不明   

2．78×2．（）G   9Cか   

Il－38（∧）  X16  Y38、一39  （】．18）×（こi．12）  （こi．3） 7川  N－】00－】ミ  末碓盲i〃  不l刑   7   

ⅠⅠ－39（C）  X99、l00，Y23   杯、九、鉄  9C後   

ll－㈹（C）  X99  Y23一－24  2．20 ×（0朋）  （1朋 22川  N一甘㌧Ⅷ  来荊侶詔  杯、ノ・己   10Cli行   

Ⅰト11（C）  XlOO    Y23、21  （1．90）×（t．t2）  （2．7）2ニi川  N－890－Ⅰく  木村炬閥  杯、凡   9C後   

往）（）l人Jの数佃吊川〃‖軋  

満址一覧表  
射椚情削紺  拉二  i2モ   ソj● 付二  ＿川音－i（】lり  下帽（＝）  探さ（111）  良  さ（‖）   備  考■   崎 メリj  ドig   

W－】（Ⅰ））  X92、93， Y41～17  N－980－Ⅰミ  （）．8、ニi．2  0．小、1．0  0．52  勅封1．1南北51．5  lい世   

W－2丹：）  X38～40， Y49、51  N－870－1く  7．1～7．9  0．7～0．9  0．d5  舶叫（）．（）  †、叫   

土仇一覧表  

冶隅も（調酎塞）  付二   椚  形状  規手莫刷毛ほ×短ほ×深さ  ．1用・胤ぢ 

Ⅰ）－3（Ⅰミ）  X：i9   ＼′18～49  摘‖形  216×196×111  Ⅰ卜一13  



「11al〕．2 土端観察表（‾11l●埋卜平☆時状）  

大 き さ   成・無 形 ノブ 法  
酢 リ  ．1＝照瀾  諾岸  形  犯情土（み焼成（影色調0）柁〝  

【て1柁・朋 輔   
欄  考■   l厘．  

＝ほl器轟  底  郡   

l  】Ⅰ－ t  カ ワ ラ ケ  川，2  2．7  ①中程⑦良真J・④灰①完形   外傲。他種。   回転糸切木調脛。  州訃舛動こ黒色処理。‖指舘ニスス付‰  

ロ  lI－2  カ リ ラ ケ  】0．1 3．0  ①l州立②良好③帽㈲完形   外相。睦種。   回転糸切末調脆。  ‖   

ロ  】Ⅰ－4  灰粗目1；か椀  12．6  3．8  （D紺粒⑦良蛸鋤畑J①2／3   外傾。賊軸。   l■jl鮎糸切木調堆。  誠台後付け。紬粟捜しl狛ナ。  

l  ll－ぺ  須．吏一斑か椀  11．2  5．0  0）紺尉⑦Jl好④明榔天①充彬   外傾。幌軸。   回転糸切末調雅。  隠台後付ナ。   

5  11－1  須血筋か椀  10．2  4．4  ①紺根②良好（釦灰オリーブ④完形  外傾。他柑。   l購諦沌快調賂  南台後付け。  

6  ll－・l  灰軸品か椀  】5．3  5．1  ①細粒②良好③灰自（カリ2   外傾。他種。   回転糸切来調雅。  高台後付け。著Il磯没し漸ナ。  

ロ  Il－・1  拍．吏商≠㌻椀  （】1，0） 仙  ①小康立（訃良好《明オリーブ灰①】／2  外J文。観相。   仰軋射肛高根‰  高台後付け。  

8  11－5  抽 出 杯  （】0，2） 2．8  0）細粒①良好③明栂休債】／3   外傾。他種。   ll】1裾糸切」ミ調堆。  ‖   

9  ⅠⅠ－6  紬こ．根二 二咋  （】1．2） ノ＝  ①紬肌緑川・③岨’10）け8   外J叉。拙槻。   回転糸切木調腰。  

1い  ‖－7  カlノ ウ ケ  8．B  2．6  ひ細粒Q）良如・③にぷい捌謀¢）完形  外傾。他種。   回転糸切」こ調彪。  ‖   

n  Il－7  紬止用い合椀  （ほ．6） 5．6  （朗膵臓）良好③勅：1①l／2   外傾。他種。   回転糸切木調整。  高台後月‘け。   

12  ⅠⅠ－9  須 ■l 叫・  l乙0  4．3  0小粕受）良好③にぷい崗①完形  端椰外反。他種。   l臣】転糸切」ミ調整。  ‖   

13  tl－9  須ノ丸 林  12．6  3．5  ①紺矩（わ良好③灰lこiO〕2／3   外傾。他種。   回転糸切来調酪。  l人順にスス‖守㌔   ‖   

円  tl－9  狛山浦わ椀  】1．8  5，2  0）小粒②良如・（動こぷい朗掩①1／5  外用。惟粗。   l帥玩ホ切」ミ御船。  

円  t】－9  灰紬満わ椀  （16．2） 5．4  ①細粒②良如Q）灰l’王0）】／3   端椰外反。蝿粗。   l購相㍑陳謝粗  端台後付け。紬燕没しii●モけ。  円   

16  lI－9  拍 甑 林  （】3．0） 4．2  ①細粒②良好③明1■リープ灰0）け2  端軸外反。概種。   回転糸切来調船。  

円  ⅠⅠ－10  狛 ノよ 杯  （12．4） 4．3  00細拉偲娘劇・③明オリーブ灰001／3  端部外反。椀種。   回転糸切木調解。  

ほ  外怖。他種。   回転糸切・木調推。  

m   箆削り。   l二働郎に指野川l。   

田  lI－11  納 悪・．侶  ー ［t5．0］  0）細粒②良好③l伸緑灰①1／2   欠jll。鴨組。   回鮎糸りノ来調鳩。  柘台後付け。   ‖   

＝111  土帥f川■盛  t3．0［17．4］  ①細甜（軌良好③柑（ウ2／3   外囲。構撫で。飽削Ij。   欠川。   胴部に最大径。   

tl－12  灰拙論む椀  13．2  1．5  ①細粒（沙良椚・③灰自（Dl／2   外相。鴨鎚。   回転糸切来調査。  高台後付け。紬猫浸し瀞ナ。  

23  11－12  緋血筋f㌻掩  17．5  8．0  0）細粒（飢kなJく》りJ亦栂（わほほ完形  ㈲附旧し隠軋川冊で。推削り。  担】転糸切木調舶。  露台後付け。l畑面に放射状爾文。  田   

2・】  lI－12  須丑用い肯椀  12．8  1．5  0）珊拉（診良好（診にぷいず捕吏0）完形  外相。峨粗。   l沖杭糸切目諸掴勘  高台後付け。   

II－12  紬．・1く満≠？椀  12．0  4，5  ①小耳よ②良好③l”机灰¢）完形   端鮎外反。鯉粗。   回転糸切来調堆。  商台後付け。   15   

Ⅰ】－12  須 l 咋  tl．3  3．9  ①車粒⑦良好③l州Ⅰる灰0）完形   ㈱郡外反。椀種。   【ロ】転糸りJ」ミ調腰。  16   

27  ＝川1ソ  きJⅢ上綺子†椀  】2、8  5．2  （D小粒②良好③l伸緑灰（わ完形   外相。機軸。   l坤緑赤切木調酪。  高台後付け。   ‖   

コホ  Il－12  須 l 咋  】2．0  5．2  0）小‡．立（わ良如・③にぷい餌相場）完形  ㈲削帖㌦粍軋   回転糸切来調姫。  l甘面にスス付着F。   t5   

29  1l－t2  ガ（l 杯  1し1 3．5  0）lい舘（診良如・（D灰フトノープq）ほほ完形  外傾。椀種。   l購詞渦状紺粗  

3n  1t－12  独 l◆ Ilこ  11．6  3．6  ①申舘②良好③明オリーブ灰q）定形  端郡外反。他種。   回転糸切木調酪。  l二】緑部にスス付弟。   t5   

n  】Ⅰ－12  机ノよ 咋  】2．1  4．3  〔D釧粕Q）頼来泊）快＝班ほほ完形  端郡外反。幌細。   l帥緑糸切目摘掴軋  t5   

：】2  lト」2  須根砧か椀  13．0  5．3  00朝拉②良如（》明1■リープ灰¢）ほほ完形  外硝。機軸。   回転糸切木調堆。  高≠†後仙ナ。   15   

：）3  t】－12  的出品わ椀  13．9  6．6  0〕細粒Q）良好③にぷい柁（か／5   外用。椀種。   回転身沌」木調船。  紬鮒仇桶難朋‖働離・花弁状の堵文，  

3∫】  lI－12  机 ■l 咋  13．2  4．8  （D・t■拉⑦Jl叶童）にぷい招①ほほ定形  外囲。轍柑。   回転糸切来調鷹。  

：15  】Ⅰ－12  銅山揃わ椀  13．0  ′l．7  ひ申粕（飢l好③にぷい瞳¢）2／こi   外相。椀種。   回転糸切来調堆。  高台後†小ナ。   15   

舗  lI－12  須張結わ椀  13月  5．1  （1）釧粒ぜ）良好④にぷい掩（ウ2／3   外傾。鴫紺。   回転糸切木調雅。  高台後付け。   16   

3T  tl－12  須此結わ椀  13．2  5．0  （かl】粒⑦山好①にぷい掩①2／3   端郡外反。他種。   【貞l軋糸町有彿軋  川附こ紬lトあり。   

こIR  11－12  紬巨悪こ引L 裾  けノl［19．6］  ①l川よ②良M・Q）にぷい指④り3   l勺傾。幌柏。f椚簸で。地肌り。  欠川。   胴郎に最大律。上向きの鍔。  

ニi9  1Ⅰ－12  研．J引 篭  （】8．D）［】3，7〕  （0抑拉②良好（》にぷい崗や〕1／8   l人川銅。他紺。   欠川。   上向きのツ／く。胴郡に最大手筆。  

肌）  Il－12  狛点卜羽 釜  （19．0）［20．5］  （D鮒粒（釧モりごIq）盲史郎0）】／5   l人】棚。他種。楢撫で経机り。  欠川。   上向きのツ′く。ツバ郎（二最大鋒。  

皿  Ⅰ】－12  細工招こ羽釜  （】3．1））［23．0］  0）別枠②良如・④明肘榔掛〃   l人】怖。他紺。酬簸で弛削り。  欠＝。   ．1二Irりきのツ／く。朋郡に最大椎。  

lI－t2  餓疋晶わ牒  13．0  1．7  （り細粒（軌良好（》にぷい州－て拍）け2  外相。睦紬。   回転糸切末調鮨。  轟か筏刊‘け。  

‖ulJ  須＋悪琉  ー ［7．5］  （り鮒粒（紛良好③明緑伏④り2   l二l媒欠‖。椀種。   l！†】転身ミ切後撫で調整。  端台後＝け。  

tI－12  須 ナよ 杯  （13．0） 3．9  （D細粒②良好③にぷい柑④り3   外怖。鴨槌。   l坤玩糸切」こ調厳。  

伯  t】－12  机忠相頸欄  － ［27．2］  （D矧粒（畝良好∝lリけリープ灰Q）1／2  欠川。   回顧ホ切抜箆粥範。  

√16  ll－13  須 一心 月こ  】3．2＋ ′＝  ひ鮒柑⑦良好④にぷい弗帽（わノり5  端郡外反。他種。   回転糸切未調整。  】6   

∫17  l】－13  須血轟ハ椀  11．5  5．3  （l）小粒（芝りlな′▲（カ灰㈲㍍形   外傾。機軸。   回和さ糸りり上調斬。  尚子†後イ車ナ。   16   

‘t8  ⅠⅠ－13  多r仙：詩■Jjチア悦  （lこi．り  5．0  （銅価臓）良好¢）にぷい瞳（ウ1／2   外輔。鴨柑。   l坤餌糸軋」こ調蛙。  端台後付け。   16   

・川  11－13  ：1二 伸 光  21川［9．0］  （り紬柑Q）良好（却障（ウ1／4   外相。構撫で。箆削り。   欠川。   l二様蒙郁に指班ガi。  

1‥  11－＝  灰軸高ナ＝庵  （12．一1）1．1  （1）細粒（別納俺）灰l！1往）1／5   外傾。機種。   lわl転糸り」後撫で調整。  軸薬浸し汀＝ナ。  

51  ‖－」5  須恵結わ牒  （13．8） ノl．5  （別，段（飢初値）にぷい帽0）り2   外反。他種。   回転糸りJ」こ調整。  品≠㌻後仙ナ。   16   

52  1Ⅰ－15  猟甑結ゎ椀  （1こi，H） 5．4  （1〕糾穂虔）良好③洩茹∝】／1   外相。機種。   l＝凧應町有緋‰  祐子㌻後†車ナ。  

田  l】一川  紬∴根ノト無  9．8  8．0  のlい粒（む良好・③にぷい肘冒壬00け2  端Rl；外I丈。恨紺。楢撫で。抱Piりり。  回甑糸切抜撫で槻粗  】6  



戊・整 形 ノノー 法  
番 ′ノ  肛Ⅲ澗  舘  形   大 き さ  （し湘；上払焼成③色調④柁石：  備  ぢ ドig．  

1凋l帯高  ll緑  1j阿 部   底  部   

田  ⅠⅠ－】6  須恵副台椀  】4．1  5．8  （l）・いキ立②Jlな／・払細蝋仰／5   苅酢什軋」射軋   回転糸切」こ調整。  声▲才iで㌻後仙ナ。   16   

55  Il－16  二l：「巾 二■侶  18．0【13．6」  （1）紬服緑川・漣にぷい†て壬1）1／3   外相。楢憮で。錐洒」りu   火川。   頸針＝：指酢軋  

56  ⅠⅠ一16  土 師 架  19．6［19．0」  （1）州税㊤良なr③l肌用路〃3   外相。佃撫で飽i■iりり。   火川。   l】経書mニ指野川ミ。   16   

57  lI－17  ニ上 伸 祢  12．0  こi．2  （0川手立⑦良なr・昔明赤社）包）1／2   外反。楢糎で。経机り   絶刷り。   胴留＝二指酢枇   16   

58  Il－】9  須山高か椀  16．0  6．1  （1）州才立㊤良好3沫朗鮎l／2   端裾州丈。恨組し   l坤紅糸切未調整。  摘f㌻後付け。   16   

59  ＝Ⅳ川  納 患 杯  （13．2） 3．9  （1）州蜃立②八軒写にぷい釣膵（ウ1／2  箱師拙軋」射軋   l坤玩弄切・」ミ調整。  l勺而・外l桁にスス付利。   I fi 

60  tI－19  二1二 師 咋  t3．0  ′t．0  α珊胴虔汀拍仁丹帖肘掛t〕2／3   端鋸制ルL†裾線で。錐刷りし  飽削り。  

61  Il－21  誠忠織台椀  t3．6  －l．8  （】）小粒（診Jl好／もi重刑1】）3／1   外吼い酬軋   lわ】転糸町有酢軋  ト■㍍吊毯付り㌔巨加†山ニスノイ†れ  】6   

62  lI－2l  多Ji悪 杯  】3，n  4．6  （】澗‖拉′2ノ良なr′′3、′J火‡′】サ2／3   端部外J丈し鴨柑。   回転糸切・来課慄㌔  16   

63  1Ⅰ－21  補聴高台椀  （14．0） 5．5  （り小Ⅰよ⑦良な／・旬i養釣11、）り2   外傾。恨柑。   回転糸切来調査。  声一丁jf「後付け。   

6d  J才一2I  灰軸斥頸壷  （川．2）［6．0］  （1）州持越艮な／・謎明オリーフ●灰：二l〕－  舛I丈。   クこm。  

65  1Ⅰ－22  多∫よ 恵 叫、  】l．2  3．6  （1）l仲柏）良好旬伏l’】匂〕完形   外J文。幌柑。   【戸凧糸切・来郡は㌔  

66  ⅠⅠ－22  兢悪高否椀  （t6．1） 6．6  （1〕糾粒②良好宣けリープJ火互江川  外傾。他用。   回紅ホ切撫で調怒。  甘軸御車L  

67  1Ⅰ－22  灰柚㈲台m  （】2．0） 2Ji  （l〕抑枇⑦良好ぐり伏l二Iq）け3   外囲い酬軋   llj】転地調彪。   紬灘浸しii－iけ。  

6fi  1l－22  灰紬商台椀  （17．0） 5．7  （】）細枠⑦良好音域＝α】／7   外傾。鴨柑。   回転絶調整。   ホ■路瀾付廿」服はし汀iけ。  

69  Ii－23  兢止い‖ 釜  （21．0）［1．5］  〔】）州粒②良糾・③にぷい朗描従ト  抑軋   欠＝。  

70  l1－2イ  抑止卜引 篭  （19．0）［右1］  （1）細粒⑦良好④伏自正一   州軋   火＝。  

Ⅶ  Il－25  二1二 師 埜  16．5  20．1  （D粗放（飢一州・③樟鮎克形   外囲。構撫で。托削り   絶削り。   底郁に桐畑ミ。l】律附ニ／l上ノ（ほ。  

72  lI－25  二l二 価 咋  12．2  1．7  （1）紺柑②良好・謎愕¢）ほほ完形   外k。†制撫で。地肌りし   箆削り。   仲胤   

73  lI－25  班点卜杯詣  （13ノl）1．6  （l〕緋柑②良好③J火ItI恥1／2   楓軋l＝漸絶nりi）u  

7－1  1Ⅰ－25  二1二 師 粟  22．0［33．0］  （l）ll■粒⑦良好①梢¢）2／3   外J丈。酬簸で。飽削り。   欠‖。  】7   

75  Ⅰ！－27  土 師 貨  （20．2）［8．n］  （】〕緋粒⑦良好③に′ら；い樟狐一   外相。佃蝮でし 維持りり。   欠川。   頸郁に臨帥軋  

76  ⅠⅠ－28  兢 止こ 咋  tl．6  3．6  （】淵げよ（DJlなJ・Q）朗持拍）り2   崩絆什軋」射軋   l坤毎ホ吼・木調慄㌔  

tl－28  灰和露か椀  （】7．2） 6．6  （】）細粒Q）良好①伏l二‡0）け3   外ノ叉。純絹。   l■購れホ切後撫で弛‰  江■Jjナ†後†小ナ  

7R  Ⅰ1－29  机悪轟か椀  （17．3） 8．0  （1）小粒（玖良如・③岨三】0〕け2   外傾。他槻。   l戸津ノこ糸りノ」こ調査。  尚わ接†吊ナ。   

79  Il－29  須．甘粘か掩  （12．9）（1．2）  （1川根（診良好①り】オリーブ炊¢）1／R  外灯i。   火‖。  

80  ⅠⅠ－30  机悪高台椀  （t2．0）（仙）  （1）細粒侵）良な侍）ほ朗0）り6   端郡外ノ文。   火m。  

8l  ⅠⅠ－3t  須．山 林  t】．8  3．8  （1）車棋別封柏）明オリーブ灰㈲ほほ完形  外用。l毒帥靂。   回毎糸切」ミ鯛飯。  17   

82  lI－32  餓悪制 釜  （23．8）［5．2〕  （り紺粒②良好③にぷい荊①－   伽軋   火＝。  

83  Il－33  餓．む 杯  tl．6  1．4  （別，捜Q）点灯・（め灰l三】①完形   端絆外J丈。槻柑。   回転糸切来調葉。  

鋸  tI－33  独悪商わ椀  ‖」 ・1．5  （1）細粒（玖良椚や）灰釣④完形   調印外J文。椀種。   l・－悔應切来瓢軌  砧f†後‖十㌦！勺雨情潮訂スス†1J‰  

85  1Ⅰ－33  須．心 棒  tl．0  3．7  （1）中尉爬）良好（》り＝と”火①2／3   外傾。鴨帖し   回転糸切」こ調整。  士丁   

86  Il－33  兢 l 杯  】1．0  1．6  （l）紺粗塗）良好（めにぷい姉帽①ほほ定形  蹴帥外J丈。鴨柏。   lリ】転糸切木調尭。  l句面・外面にス封師仇   17   

87  lI－33  細〔点こ 宥l釜  23．3  25．5  （1）車粒⑦良好宣昭ぶい揖④完形  l力付i。恨柑。榊撫で。托削り。  l＝】転糸切後撫で訓整。  水γのツバ。ツバ裾にJ【i人ほ。  円   

88  ⅠⅠ一34  須．吏三】j】釜  （20．2）L7．り  （l）細粒②蝕蛸計糾！柏）－   lノ、】傾。   州㍑  

89  ⅠⅠ－35  須恵覇台牒  1ノl．1  5．t）  （】）細粒②良好（凱∴釣、肘隈蜘／5  外用。鴨槻。脚日撫で。地削l）。  い怖ミ糸りノ未開盤。  高子㌻後付け。リ＝r11絶Jf写き。   】8   

90  】l－35  須恵就か椀  t右2  5．8  （】）糾粒虔）良好（》にぷい†て拍）ほほ完形  外相。他種。榔撫で。弛削り。  回転身ミりノ未調整。  ホーい十後日け。l加欄撒き。   柑   

9】  Il－35  初 二む 杯  13．3  イ．0  （】）l伸柏）良好（カりけリープ灰0）3／′1  胡帥什軋」働軋   l＝漸糸切来調薮。  t8   

92  1Ⅰ－35  ガi忠 杯  13．2  こう．6  （拗欄柁）良好（》にぷい槻0）ほほ完形  端部外反。恨柑。   回転糸切来調葉。  17   

93  11－35  〝iノよ 杯  】3．5  4．1  （1）卿層よ（カ良好④決赤帽（1〕2／3   外価。撒憧。   回緑糸1升」こ調整。  

91  1Ⅰ－35  納 Jぶ 杯  13．2  3．7  （1）紺拉⑦良好Q）明緑伏④2／3   拙排外J文。機種。   回転糸切未調整。  18   

95  lI－35  二1二 師 牽  18．2  25．9  （l〕緋粒⑦良好（おl日赤！り㊤1／3   外相。佃】撫で。捜刷り。   胴部に最人律。l1相田＝二柏餅瀾。  18   

96  II－35  土 師 粟  19．6［】7刃  （0糾粒（飢lなJ・（》l廿亦粍拍）tノ2   外相。楢撫で。経机り。   欠m。   附附二最大律。l」繰輔じ拙紬軋  t8   

97  Il－35  須止巨大廼  （3川）［12．5」  （D糾粒②良好任侠釣0〕－   紬附情㌔隠軋   欠川。  

98  Il－37  須ノよ 蓋  （17．8）L3．0〕  （】）射げ立（軌良好③〃J火（1〕け5   佃軋  1咋喜郎＝二返し。   柑   

99  ⅠⅠ－39  納 付 杯  （12．8） 3．9  ①畑舶⑦良好（》にぷい赤祐～¢）り4  外傾。恨粗。   伸転糸切来調整。  

＝吋  tl－40  須恵筋か牒  （14．ぎi） 5．8  〔0川村（の良椚・伍）扶苅（わ1／3   外帆い圃軋   l坤緑赤札」こ調整。  れナ「後‖り。   】8   

101  1Ⅰ－4l  兢出端子㌻椀  ー 〔2．1】  （l）小粒②良好（わl廿オリーブ頻①り5  火m。   l＝撒こ糸切撫で訓鮨。  

tO2  X53Y19  紬【．悪二 二咋  13．8  3．R  （l）縮約④良好（訟J火l’王¢）うと形   端郡外反。恨柑。   l坤紅糸切・木調粟。  

亨‡り初婚ノ（の昌己組は以下の基準で子Iつた。  

t 胎土は細粒（0劇Ⅶ以下）、中程（1．0、t．9mm）、Ⅲ射（2．Omrl皿▲卜）とした。  

2 焼成は、純良・良好・イりlのこ汗摘†。  

3 色調は二卜膵外而で観察し、仏名lま抑肘軒附：也晰（小Ilい什仰976）によった。   

・1大きさの隼位は（「【爪であり、規イJl直をl］、視元†ノほ（）でホした。   



rl’al〕．3 金属製品観察衣  

抽l  州卜†I川上  音詩 形  長   輔   卑   域イ／二   仙  考一   

Il－ 22  十 明  3．1   0．7   0．′l  2／3  銅製品。環状灘朴冊6mm。川途不l粧，   

】】－ 4   釘  ［6．9］  0．5   0．1  2／こ！  ／勺釘。立rl部欠川。   

3  ⅠⅠ－リ  釘  ［6．7］  0．5   0．1  5／6  蛸部形状川畑式の／r】飢■。   

ロ  トⅠ－（）  釘  ［6．8］  0．1   0．こi  2／3  角釘。卸l郎欠川。   

ⅠⅠ－ 5  釘   9．t   0．ミ）   n．ぺ  完Jlラ  川釘。   

ⅠⅠ－ 2l  釘   11．イ   0．6   （）．8  定 形  頭部形状招蘭ぷ笹／両肌。坪らな兄弟摘；。   

lI－16  釘   9．5   0．4   0．1  4／5  げi部・先端部欠jll。   

8  ll－15  釘   9．3   0．5   0．5  完 形  頭部形状研蛸式の川釘。仙丹な先端部。   

9  lI－ ′l  不 りJ  9．2   1．9   0．2  完 形  毛抜き型鉄製品。   

10  Il－】6  ノ」十  9．5   0．8   0．3  定 形  什関造ナIl純。   

m  ∧は衣抹  ノ」十  ［10．6］  1．6   0．1  1／2  先端・基部欠川。   

四  ⅠⅠ一 7  ノ」十  ［13．9］  l．3   0．1  l／2  北端・基部欠jll。   

13  t・】－一 て7  ノ」・丁・  ［15．1］  l．2   0．こi  5／6  先端部欠用心両欄悦日用。   

往）衣の記職で、長・帖・帆二ついての丹イ葺二（よl・■‖であり、現〟偵は［】で示した。  

ほ）紙面の郁合上、土な鉄髄描13′・∴・二についてのみ配した。  

1「al〕．4 fJ器・石製晶観察表  

仙l  川十位附  音詩 仲  長   輔   Jゾ   重さ  れ 什   ㈱  考   

X39Y12  イ「飯  1．8   1．3   0．5  ［0．7】  黒叫居れ  【11】基軸基損。先端部欠才Il。   

2  ＝l｛人け  イJ鋸  ［1．7］  l．4   0．3  ［0．5］  黒膵イ「  11】りム触基損。基部先端部欠川。   

田  l！は衣抹  紡錘車  4．0   1．2   2．】   47．1  子1≒也i■け㌻  

ロ  ⅠⅠ－12  砥 イf  ［5．2】  1．0   2Ji   73．0  軋りべれ  卜郎にllJ札をイける。全ての川面に硬川根が認められる。   

は）大の紀蝿で、人きさと爪さについての押付二心・l‖、只であり、現〟情は［〕で示した。  

′llal〕．5 九 糾 察 表  

九の   呼さ   胎  巨  焼   成  
帆  州二l二付潮  備  考   

仰執  
摘 要  

来 地  火難物  焼き．いJ  色 調   

ロ  X′川Y4（；  女＋九  ［2．5］   削   多   収   灰  文：－‡：は不l”。（山か）。   秋 川   

巴  1l－ 22  朔 九  ［2．こり   亜   少   並   灰  ハ面にjtll仰。（／描：のん＝欄部か。   秋 州   

田  Il－16  女 尤  ［2．5］   並   多   碩  青J天  ハ川下の舅摘；近くにやや小さめに「11り。   f火 州   

ロ  ⅠⅠ－ 2（；  鬼九■′  ［2．1］   捌   微   軟  灰l’】  端部胡2仰の刑突は1’1■油。   枕 閃   

巳  Ⅰ）lメニ衣抹  火 尤  ［1．5］   並   多   並   灰  lII川iに小！肘）11■作文。   秋 川   

n  ll－ こう0  錆 九  ［2．1］   糾   微   軟  灰l∫】  ．1ゝ厄状の弛弁。川絹は無■史。   秋 閃   

ロ  ト：lメェ衣1米  リj 九  ［2．0］   削   多   馳  ■．‡、㌔ 褐  l‖州†に「＝」。   秋 川   

8  ⅠⅠ－13  二にリj  2．7   密   多   亜  緑 灰  秋 川   

n  蝋メ衣抹  朋 九  ［2．3］   糾   多   亜  褐 灰  ん部。■卜椰火失。lせ川けに文才（辛か）。   秋Ilり   

10  1111り  久 九  ［l．7］   並   多   軟  灰茹掲  桁予‖叩き。   f火 州   

n  削は衣揉  リj 九  ［2．8］   粥   多   硬  褐 灰  ハ仙こ「r・」。   秋l…   

】2  1；l式火1釆  女 九  ［1．8］   亜   多   秋  臍伏鵡  州仙ニー‾J■．＝」。   枕 削   

田  トⅠ－ 27  久 九  ［2．4］   密   多   並  灰蛮崗  文ご＝⊥小l”（八か）。   秋 閃   

（iミ）長の記岨で、厚さについてのjil．†山は川であり、刃川：“＝よ［］で示した。   

ノ山二ついては全て破片であるが、‖二卜瓜数が9化・∴・：と多いことから、文字血を■1宜、にI3点のみ観容衷に表し、あとは全体的な特徴  

を記すこととする。  

・全ての調査l亘lノ、Jから‖十している〔）什軋仙人Jからも、ⅠⅠ－25サ什舟Ⅲ二を除き満混なく＝二l二している（〕また、少なくとも】2軒の什届   

仙では九を抱の帥イ√あるいは縁石としてイリ川＝ノていた。   

叩きについては、眩榊‖きもあるが純一げJJこ†jこ川勺に多い。如いよ撫で消さないものよりも雛に撫で消すもののソノ‾が少ない。朋九は、   

ほとんどのものがj■隼に撫で消している。梢丁・叩きについては、1仁椿イ・のものは少なく、斜烙千がItう工つ。  

・明几は、行基11＝九がほとんどだが、さ1ミ縁付朋瓦も数椰矧みられる。  

・k正は、ほとんどが－▲枚造りである。  

・秋田＝！上のものが多く、時代としては9日胤以降のものが多い感じを′受ける。   



Ⅵ 成果と問題点   

今恒lの上野国分寺参道遺跡発抑制査では、竪穴住J甜1州軒、溝址2条、二l二坑3基を検山した。調剤夏仙こは少  

見ではあるが縄文時代中期後半の二1淵破什や打製イイ斧も出土しており、ハくからこの他において人々の盲l†勤が営  

まれてきたことがうかがえる。   

検出された住肘力＝こついてみると、Bl刈一火部にて避物や竃の形態からハ埠印寺代後期と想われる什居址（Ⅰト  

25号住屈址）が1軒検Jl1されているが、中心となるのは平安＝射代のイ引吉址である。道水路部分のみの調査の慎め、  

その全体が把撼できない住居址も多いが、形態的にはノJ●形と艮ノJ●似こ分かれ、やや長方形が多い。その一辺は3  

～4111程度で、砥は東壁か南東鞘＝こ造られている住居址が主体となる。砥堀の袖勅のために砂岩を仙什＝ノていた  

什層抽l：も数軒川甘みられたが、検＝された亀29ヨ一にのうち少なくとも12基川三2）は裾沌机1Jとして上野国分寺のもの  

と思われる瓦が仙川ーされていた。．1二帰国分寺跡と本遺跡の位階憫係から考え当然といえば当然であるが、緋令制  

の描壊とともにイ卵‡！も恨うようにならずl叶分寺の破損が進行していく一ノノ‘で、l】々をたくましく生き抜こうとす  

る一般民衆の生清力が感じられる。   

全般にⅠ＝l新しい追構は検出されなかったが、IlI－12号什居址では、竃の左袖郵には砂岩を、右袖部には九が補  

強ノIJとして似川jされているとともに、焚きし躇けを小心に半径1111ほどのごく狭い樅l捌こ多昆二の土器が散乱してい  

る状況がみられた。土岩針1・は、砥を廻るように散らばるものと砥手前に散らばるものとに分かれ、燃焼部にはほ  

とんどみられないことから、前者は、砥を造るときの芯としてイ豆川Jされたものであると′似われる。完形l＼l－1は11山  

山土したが、芯として佃川Jしたと想われるものは指先刑部の1山のみで、残りは砲手前から左側に娘申する。ま  

た、個々の土器を観察すると、ll縁部や軸附こ付窮する油桃の梯丁から灯l州ⅠⅠⅠ．として仙川Jされたと考‘えられる杯、  

内面を黒色処理するとともに花弁を意匠化したような‖洋文を施した椀（往J＝、内1仙こ墨書のある椀州困、さらに  

灰利の施された椀等が山土している。本件居比l∴邦は、かなり探く耕作されていること、住屈址の大部分が訓査  

lメ：外となるためその全イ何奴がはっきりしないが、何かしらの儀式の跡であろうか。   

一方、逝物についてみると、小心となる住剛11二の時期を袈付けるように、帯種は須恵帯の杯・桃が圧倒的に多  

い。羽釜のJ＿H二l二数も多いが、破片が多く完形11■■lはⅠⅠ一33号住居址から＝二l二したl山のみであった。緑利‖軋端は、  

B区最西ノノ部のⅠ・Ⅰ－11・22号住ノ甜l卜から破片8 瓜が出土した。釘を中心、とする鉄矧1■■】及び鉄祥はA・Bl互をlトL、  

に数多く川土しているが、Ⅰ一Ⅰ－小号住屈址からは釘に混じって毛抜き型掛澗鋸l－が州土した（ほ5）。何の為にイ吏川  

されたものか定かではないが、長さは92111111で手のひらにちょうど収まる大きさとなっている。実測図で見る限り、  

掘り部分から先端部にかけて、帽は均一に制黙されている。また、先端部剤1cm程を内側に湾曲させ、特に最先  

端部5ml沌ミを急激に内湾させている。しかも最北満都の裏側を糾察すると、表面をやや綻ませ先端部の接地面を  

小さくし加えた力が両先鍋部に集lいするような州二1二がみられる。   

染谷川を隔てた北ノJ●約200Ill  

には上野l司分寺跡があり、発掘  

調査によって多崖の瓦が山土し  

ている。本調査屠でも什弄Hlヒ内  

やその周辺から多くの丸片が山  

土している（注6）。ほとんど平・  

九瓦であり軒九九破片…7）は  

1点確認されたのみである。平  

瓦は、ほとんどが一枚造りであ  

り、九瓦は玉縁付丸瓦も数種敷  トⅠ－1‖十 毛はき型鉄製品失測図   



みられるが、多くは行基茸九である。■ll仁ヒした文′仁兄につい  

ては『千』『l1」』『川』『若』、不l州3点（山・八・辛か）の  

7山が山二卜している。また、○が竹竹で押印された九什も州  

二卜している。これらは、上野国分寺跡の朋査でH土している  

九と同仰のものである〔、   

本道跡はその才一の示すとおり、ハ‘くから地元では」1押国分  

寺（硝大門）へ玉る参道があったとされるl夏判りを含む。刑  

ノ佃互のC－2区がそれにあたる。郡再計画牒l（f＝＝でみると、  

C－21さ二lい火より南延長線上に釧＝葺い州地が点在する。また、  

地元でも国分寺の参道と称されてきた歴史をもつ。尾張国分  

寺跡の調査（ほ9）をみると、参道そのものは確認されていな  

いい しかし、南大l－リ跡と推定される付近には約12日閃隔の満  

址2条が微高地に検川されている…＝））。上付国分寺におい  

ても二判戎南外側の訓☆（ほ＝）において両人門の位椚を過る満  

状刷り込みが検＝されているが、両大門の柵北両側で切り通  

しこ附こなっていることから、参道とみるには川題もあると指  

摘されいる。   

C－21さこの訓査では、帽7～8tllにわたり地表より50c111程  

下のニ1∴傾が他の場所より下がっていることが碓認されたが参  

道に関連するような遺構や溝、遣物等の痕跡は全くみられな  比（拓膨）  

かった。また、地元で参道と考えられてきた地山は、’IヰJ大l■■j延艮線」l∴よりやや束にずれていること、微高地では  

なく逆に謹んでいること等から参迫は別の地ノMこなる可胎性も拭い。しかし、さ11初、参道を想定した場所には、  

恥1ヒ端にやや不l二Ⅰ然な立ち上がりを感じさせる蜘好もあり、参道である‾輔胎lご巨も否定しえない。検山された住届  

仙の付：隈をみると、谷地に近いという地形的な州Ilもあろうが、両人門跡を共っすぐに袖下するラインより東側  

ではC－41さこまで住居址は1阜Iil：も検附されなかった。いずれにしろ、l司分寺跡に隣接する地域の調査例は少なく、  

しかも本訓☆は】りヰられた区域の舶査であるため、本娘落の性格や参道の位7馴こついてl刈かにできなかった点も多  

い。しかし、今後のより広い縄朝一Ⅰで刑査が行われることにより、本道跡の位置づけ、あるいは＿1二町回分寺と周辺  

狼落との関イ系・参道等が明かになるであろう。  

往）1排作ミ勘こより動かされた砂ツ：・も多く、lリjかに砂Hを縦の袖鋸Ijとしてイ勅l＝ノていたことが碓認できた住刷止は、トト5・10・  
12・33の川ド。，本道跡の湖東机500】11の一札津」追跡等の影響もあろうか。  

2 九で別冊していた什居址12朴は、1l－4・5・7・12・16・17・22・21・26・27・28・36りイ印加。  
3 二化升の模様がJ勅■摘伸火より車力Irりに箆裡きされる。‾・●．●・二木を交差させ祭祀のlて】】である×を衣現しているようにもみえる。   

1構両のノi三相めや払いのノルJから F木』の銑文字ともこぢ・えられる〔，  

5 ■■1日二位椚は、縦と北壁との申削あたりの束頼際宣休面から2、3川の高さのところから＝斗。   

（ミIl－25サイl誹り出ノ、Jを除き、各調証区lノ、Jからil嵩ij逼なく‖二卜した九パ●は総計94鋸、ほ数える。鬼九と想われる破片が1・J川＝・．し  
ているが、小破片であるため文様等はイく川j。  

7  r史跡．＝削卦分守跡』（1988・仰蟻り，し数千ヂ委‖会）の軒九分畑常々によるMOO2と想われるr，  

8 前橋一車齢用計抽‖冥】51（ll綱川3咋）参照。  
9 ノ尾根川ガ旦朝帖ついては、稲沢り敢行委出会北イ風眈ホ代のご教ホによる。両人】Ⅶ酢推兄地付近は字ケ■人1】リ。   
10 裾之l人J花ノ本道跡（1991愛知県根城せ化財センターによる調奔）で検川。満址の小から国分寺創建時の遣物が検州されて  

いるし－   

11 Fリユ跡上野掛か綱肌（1988・什帰県教育委‖会）第Vl群第7節参照。  

く参考・文献〉  
■史跡上野同分寺跡剰胴■相国旧l剖： 附則購鮮湧出余＋ t988  後疋刷追跡（l、】ll） 群1！川J■教育委l1会1986他  
鳩目卜付火追跡槻軸  作付町教育委と1会 1986  裾之1人J北ノ水道跡 愛知り．川場文化財センター1991   
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屑 ∴竃．潮赴紺砂・ごイ 八s－C5W，til、－ドl）擁少  

1】ノ＝川三＝」1l二礪  

】 屑i－肘掛鋸酢凱明＋焼十・歳化物裾こ帖少  

2 屑 附と旭川秒屑 焼十5リf，炭化物桁少   

1卜1り▲†＝・㌻川二  

】 屑Il汗往他州汀川手 八s－C5W，Ⅰ】Ⅰ、－ト、l，】ごitガ，  

2 屑1l．㌔陽色紺砂桐 ノ＼s－C5リr，Ilt・－ド1）5％  

3 屑l拙陽色紺砂桐∧s－C擁少tけ－ドl〉1（）％  
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O  l：80  2111   

II－2り・伴侶址  

t 屑l暗掲色刷砂屑lIl・ド】）15％  
2 屑 哨栂色朋膵州・ウl＝・－1り－川％  

3」桐 j黒田色紺砂州 ∧s－C極少1Il・－ト’1）5％   

】Ⅰ→2り■什居址Ⅰ）－－1  

】 屑 ∴l．撒地劇㈹朝 ノ＼s－－C極少＝l・－ドⅠ）5％  
2 屑Il洋絶）色紺砂J・パ 焼土粒1（）％  

■・ニ＝いこ仙   

】屑 陽色刷側屑 ノ＼s－C、Ilt・－ト’1）、∧s－1摘i少  
2 仲子l廿田色細砂州 ノ＼s－C5リr，】＝、ド1－5リで）  

屑 灰崗色柳川少屑 ノ＼s－C、炭化物極少  

l卜一t）り■†仙川刷渦状  

l 屑1射l汗褐色緋砂侶 ‖Ⅰ・－ト’】）軌少   

tl一！）り・圧J．・＝‖．絹  

1屑 槻也川砂屑 ∧H－C、【】l・一llll）、恍・卜極少  

2 朋 子と他糾砂屑 址卜、炭化物轍少 伏まじり  

屑 にぷい針陽色屑 壌土伸少 しノームト｛iリr，  

ドig．′1Il－t 2．1，9け什居址  
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屑 鮒席褐也緋砂屑】It，・■－一－tり）5リr，   
AI一＝125．勘11  

A′  1l－1柑†＝・址寵  

】 桐Il椚凝色机砂≠さ ノ＼s－C似少I＝－－ト’Ⅰり（川J，  

2 屑 tl洋赤槻色相砂朋＋‖l、一日）∫うリr，触l減少  

3Iパ園lれ佃打払緋砂桐鳳卜粕川リど，灰まじl）  

‖1（うり・伴侶址貯蔵穴   

‥－－－ － 
A   ㌧．． ．  

、 

2  

Al」＝125．7m   

ロ  
ノ  

∴…・－・＝・・・．，：・：・  
一】7阜肛居址  

2  

／吾   

7
 

1
 

崗色釧砂凧 八s－C5％ ＝l、－Ⅰ叩20‘‰  

l暦掲色緋砂屑 八s－C桁少 tll，－ト1】）川りr，  

1肘席褐也緋砂屑 ＝l・－ド1）5％  
O  l：80  

甘肛居址祐  
l糟閏色州抄J〃 ノ＼s－C極少 川・－ドl）1肌桁・焼二卜粒】5（‰   

灰崗色紺砂屑 槻少 焼土粒、灰混じi）  

l席掲色緋砂屑 焼二卜拉5（‰ イブくi見じり  

け 
叫＝と他州砂屑】ll・－ド1）擁少 灰混じl）   

照射封附則づlトム卜の混じり  

C一  

】t－  

1  

2  

CI一＝125．7m  B
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ヨ
 
 

Dl」＝125．7m D’  
2  

O  l：40    2m  

El■＝125・二i＝－E′  

∴∴∴±  

J叫 Al一＝125．7。、  

0  1：80    2m  

卜21り▲住居」11．純  

l 屑 掴色相秒屑 八s－C極少 ＝ll－ド】〉川りJ，焼H位伸少  

2 屑 昭崗色刷砂屑 川・‖）5（jら 焼卜柑、J火i圧じり  

l【川りイ＝止址  

1 付・一 社ほ潮㈹州 ∧s－C槻少 Ⅲ・ト’l，riワJ，  

2 桐Il洋杜他釧砂lパ 八sC5％Itt・－1り〉10％  

：与 屑l楢陽色紬砂桐Illl－ト’l〉帖少 ＝－－ム土の舶じり  

1JM 拍仙川J色掛川少屑Ill・－1丹椒少1ト1トトの沼じり   

tl－21り・†＝引1卜  

】け子 し；；いfI■他川砂屑 ノ＼s－C5％】lll【1丹搬少  

2 屑 陽色細砂侶 ノ＼s－C伸少  

】」＝125．7日  

†／】Lプロノク   

桝l椚と地軸砂屑 Ⅲ・－ド1）極少・b呈l■．拉極少  

lト21け＝几〃宜旧蔵穴  
t 屑 杜他微妙屑 焼t、扶、炭化物搬少  

2 屑 にぷい褐色川砂屑lト・ムトiほじり  
屑 伏＝色㈲川津寺†＝二l卜し二、  

卜1ig．8 ⅠⅠ一＝」】7，l軋 21り・什居址  

捕  



貯物  J人、′先王しリブロリク  

彪瘍  

C  

IJ＝】25．（；M  

GI．＝12三う．Rll】G■  

Fl一＝125．勘11   

DJ．＝】25．8111  

規十プ  ノ グ  

O  t：80    2m  
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1  
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－1f）りイ仙川：  

栂色紺砂屑 ノ＼s－C極少 川・一lllI）l針先  
l居槻色糾抄八一子 ノ＼sC随少‡＝、一斗l）川リ～｝  

昭掲色紺砂J・ご・亨【宜－ドⅠ）似少  侶  

Ⅰ－1（）り▲住居址絹  

l 桐 にぷい槻色緋砂屑 ノ＼s（∴ 川、－卜1Ⅰ）極少  

2 屑Il洋槻也紺砂屑 焼卜持越少  
DJ一＝126．7111D′  

J・ガ」断暗赤栂心細砂桝 ノ＼s－C軌少＋焼十拉わ％  

11－2りりイ軌㌻州：  

1屑‡l拝観也利け少付ウ ノ＼H－C、川、－ド1）帖少  

2 桐 ノ‡，㌔陽色紬砂朋 ‖ll■廿頗少   

‖一20り・什居址術  

1屑l椚掲色州砂JH 八s－C他少 焼土勅極少  

2 屑 他哨陽色紺砂屑 軋卜粧5％  
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5
 
 

∧s－C5リど）】＝、－1111）2（りf）   

ノ＼s－C極少 Ⅲ、一ト’】）1（）りf，  

＝lし－ドい5（‰   

‖l・一日）1（）％  

tll，一ト、Ⅰ）5％  

ⅠⅠ－221ナ什川址縦  

1屑（iぷい槻色刷砂朋 ∧s－C109（）‖r－llll）5％  
2 朋 子肌用刑堀 As－C5％ ‖r－ドⅠ）勧少  
3 屑Jノく絶他者川砂屑 ∧s－C、焼土、炭化物伸少  
′1川 槻也糾紗屑 焼二上1り‘〝，炭化物、扶植少   

ⅠⅠ－22号伴侶州潮：哉穴  

1屑 廿㌔純化利‖帆桐 As－C、川，－ト1】）、炭化物極少  

2 屑Jノく絶他州砂屑 ノ＼s－C極少 机上拉5％   

ⅠⅠ－28りイ仙川】・  

】屑 にぷい槻色刷砂Jでウ ノ＼s－C川％】11・－ト、1）5【jJ，ノ＼s－】う2（）（ガ）  

2 桐 にぷい褐色拙沙屑 As－C】5リ〔）川・－ドい＝）－jで，JJこ化物帖少  

AI」＝126．7111   A’  

EJ′＝12G．2I】lE’  

。 m  
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ⅠⅠ－28り■†＝上址縄  

1屑 ■＝甘色紺砂屑 焼t粒5－jr，Jノくりとじり  

ト唱．（）11－1f卜20，22・28㌢住居址  
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1J・パ にぷい褐色川什州 山一し∴】il・－ト、l）似少 八s‖5％  

2ト膏 にぷい栂色紺槻Jゞイ 八sC川WI【Il一日リ％炭化物伸少   

‖一2眉目＝常‖二桁   A’  
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朋（二ぶい絶地利l仙／パ】汗－lll】）59r）八s－C極少  

屑 粍他州砂JM ノ＼s－C5リ′）川・－ド1，槻少 枕十拉5％  
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A・  lq A  

l一＝125．2日   
F■  

・ 
‾  

ll－2Gり▲†＝刊址縦  

】桐l椚と他射旧沙屑 八s－（雄一少1【l、一ト’Ⅰ）l（）リr，焼十町（）リで）  

2 屑 陳情掲色緋砂屑 川1ドⅠ）5（）f．焼十、炭化物頼少   

Ⅰト2（iり・什居址貯†哉穴  

1屑J大絶他矧＝抄〃イ 炭化物5リム 軋I■．極少   

】卜27り・†＝宮川  

】 屑J火阻色相砂桐 ノ＼s－－C15リr，t】l・・■一一一t叩l（）りく）  

2 J（弓 ■町田仁摘仙砂≠子＼H－ClOリム】＝、－ドⅠ）5（‰  

：うJでイ ■l．㌔杜他州抄Jヾ・7 ノ＼H－C5％   

Il27畑圧＝址髄  
t 屑 搬l糟杜他州秒／パ 川・ドⅠ－1（）－jJ，焼＝位伸少  

2 屑 にぷい桐色細砂朋】ll・－ドl）帖少 胱・卜粒極少   

ⅠⅠ－27り什J．・川」佑蔵穴  

1桐＋黒は色刷砂州＋焼十、揖化物、＝－ムト帖少  

O  t：80    2m   

lト2fiり・†＝訂址  

l 仲子J大∠t川1）也川砂Jパ 八s－C川％ ‖l、－1り）わ（品  

2／い71二ぷい姉狙色糾仙／い7 As－し∴l【l、1丹、焼仁、歳化物I如少   

‖－25りイ柚り‖：硫  

IJヾ・手 相減刑也Ⅲ砂屑．＼s－C似少1ll・卜1】－f）％＋焼十粒5リ〔，  

2 小手 杜他紺砂屑】1】1ドt）、焼・卜、炭化物帖少   

tl2（iりイ仙川・  

1 研 削色川砂屑 ノ＼s－ClO－メr，‖「一ト’】）5％  

2 屑＋伏崗色紺砂屑 ノ＼sC5％ t】l・－ド1）帖少  

】1、ig．1（）1Ⅰ－2′1，25，26・27り■什居址  

t8   
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 ■■■       t   ′ ．        ．．・；′  「ミ 

A】一＝124・7m  

妻抜 二●‥‥‥‥ 

I」＝＝121．SM  

B  B′  

‥‥‥●…■…∵∵て  

O  l：80    2m  

ⅠⅠ－2～）甘伴侶址  

1屑 褐也串‖沙屑 ∧s－ClO％Ill・一ト’1）5％  

ll－2姉川井川瀾  
；l朋 子揖也榔沙屑 八s－C、IlI・－F目鼻l少 胱卜柑5％  
t）屑 灰絶地籍州沙屑 炭イヒ物、焼－1∴ ローム＝離少  

tt－2（）りイ抽＝1川i職穴  

1屑 灰褐色紺砂屑 焼十、炭化物桝少  

tl－こう0け什J．】川：  
】 桐伏陽色捌砂桐＋ルrC】0－‰Ⅰ圧－ドI〉5％  

Ⅰ卜一3（廿日＝廿址縮  

1屑 にぷい絶地利＝抄屑 八s－C領少 恍卜租0％  
2 屑 手揖色紺沙屑 炭化物、焼土極少 伏混じり  

ⅠⅠ一：ilり■f」井川：  

1 桐 暗視色紺砂J円。小一C5％．1＝－1丹15（ガ｝  

2 屑 擁暗掲色捌個嘱7 ∧s－C、川、－ドl）ハに極少  

ⅠⅠ－ニ与2け住居側．  

t 屑Il刑場色紺砂屑 八s－C極少】Il、－ド】）10リr）  

2 研 削l汗褐色州砂屑 ∧s－C5リ〔）川・ト’I）20％  
こi屑Il侶現色紺砂屑 ∧s－C榔少Ill・－ト’】）10リど）  

‖－12小作居址庵  

O  l：40   1m  

l Al一＝124．6■ll八一、r  
竺ノ正！二  

CI」＝125．7111 C’  DIJ＝125・7■－一  枚土プ＝ックD’  

、l ／  

O  l：40   t m  

屑 暗視色紺砂屑1Il、－】り）5％ 胱二上松5（jf）  

J河 鮒哨褐色川砂層IIl・－】・1I憮少 焼川・川り～）  

Jの  の
「
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 3111 耕作二t■  

A一  

l：80    2m  

Ll－：i：iり・†廿：・仙  

1仲子 伏牲地租砂屑 ∧s－】う20ワr，  

2J・宮 にぷい紘1也机砂屑 ノ＼s－C15（j√，Ill、一ト、l）川り′，  1」＝」25．8日 刃卜作‾t●  

仲子 杜他用砂けイ ∧s－C5％1＝、【tll】〉極少  
屑 にぷい貯崗色甜砂屑1ト・ム上の舶じり  

・●  ・…‥－ ‥．∴・  ⅠⅠ－ニiこり川三居」l巨縄  

l 屑 擁暗裾也紺砂屑 ‖「－ト’1）極少 塊二t∵拉】（）％  
2 屑 一℃狙色紺砂膚＋‖・一卜’1）椒少J火混じり  

‖－3車J・伴侶址  

】 屑 狙色紺砂屑 枯上松のり乙じり  

2 屑l甘鮎色剤砂屑Illl－】11】）帖少  

tt－1（）り▲†＝訂址  

t 屑 ∴】、‡絶他川砂屑 八s－C川（タf）ⅠIl－－ドⅠ）5リf，ヰ■llil∵拉5リ√，  

2 屑 一旦、垂．潤色紺砂屑 ノ＼s－C5リ「，1111i卜拉桁少  

2m  

lllig．Illl【29・30．こ‖．32，33．10㌻什居州  

l！）   



tノ＝125．5111  

C  

…・・．．‥‥．∴∴′‥  
B■  

1．＝125．7日   

A r   

A－＿＿＿  

1一＝12ri．511】  
／n  B  

〒 ・－・・ ‥・・・－、′、  
O l．40   lm         卜［「一「仁一」  

H一錮  

t．＝12！1．7】】l  

∴．、．∴．ご  

A 2  

／ 、 

－－、、－  ■－ ■              、／   l」＝125．81‖耕作t   

∧‥∴ ‾  
－  ‾ 

＝－     、－‥＝ －、－‥  
Dl′＝＝122・2＝1D・  

■   1  2  

t：80    21¶ 』＝コ＝』茎＝∃  

t‾り■ 
：；l心‾（潮少  

Il－：‖け（州■址橘  

1屑 杜他椚州 焼トキ抽少  

1l一鮎け什直川．  
1屑 り甜瀾ひ胴川手 山一＝2…  
2 屑 H沌拙帥 ∧s－C10（ji）tl－’‾廿？ヒニ雪」 ′ 

B
「
＝
－
－
ヾ
N
・
言
 
 

㌫一三こごこ品邑紺＝州山一C、附▲▲、炭化物搬少  

l一：与川†州■址稿  

1屑‖醐地紬酬ウル一（二極少川・－Hハ0％  
2 屈性地相■州 ＝t・一ト1欄少焼＝淀川％  

刷 版㈲鯛冊屑 灰、炭化物の混じり  E
「
＝
－
N
N
・
舟
ヨ
 
M
l
 
 

‖一17り往榊l・  

コ‥ミ；l三－：うど二  

t‾圧 

三竃‡ミミミ芸芭妄…∴崇・芸㌶エ：二ご警）笠㌫昔㍑炭冊働  

l‾り◆′バ 
灰混 

t‾‘り■ 

二l）：ミに‡：1：是‘岩  

：：  

1一＝122．小1l  

耕作・卜   2  I  

A 

・．、．．‥‥・・・・…ご  
l：80    2仰  

ド厄．121l－：＝・軋弧 37・3…1日＝・川  

2（）   



I」＝122．3日  

L  

W－1り・潮址  
1屑 肘揖也榔抄屑 八s一】川）｛クー－ 川・－ド】・∧s－C似少  

2 屑 さ．冊旭川励屑 ノ＼s－1日ワf－トⅠ－・－ド】－・∧s－C擁少  

㌻も・て’・；二、‥；・；：‥‡  

l：80    2m  

l－1り・井戸址  
1桐 にぷい掲色刷砂屑 炭イヒ物・灰・焼十．拉極少   

W－2号溝址  
1屑 哨絶他糾砂屑 砂利まじり  
2 屑 プ．旧凝色粗砂屑 砂利・小イlのまじり、仙・－ト11）極少  

3 屑 ㍍掲色剤砂桐 砂利・しトムトのまじり  

O  t：80    2m  

AI′＝126．2m A一  

∴・・′  

0  1：80    2m  O  l：80    2m  

Ⅰ）【こiり■卜坑  

l屑 灰桂地利＝沙屑 ノ＼s【‖と！揖色卜の混じi）  

ドig．1：i＼Ⅴ－1 2，Ⅰ〕－】 2，1－1  

2t   



：‾‾二ニーて二三‾  
1（lト1）   

2（tト2）  

’‥∴ニーこ・、、   

3川■4）  

ノ ／ ぐ ）■  〆聞㍉－  
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＿  

「・川（‖‾～’’  

、  

う∴・■ もJJ  

J■鎧㌢t‡  

t9（1l－11）  

、、，．ふ、一一ン   
l：3  10cm                l  

（l→4・6・8・10－15・t7・柑・21・27）  

ド1g．＝1Ⅰ一1・2・′1 5・7・（）、12、り■付い＝1川＝二の＝詰  
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＼  

′  
ノ、ヤ∴モ・ゝ  

手Il・、  
￥・ユ∴亡チ′  

■ ｛、－l▲′・サ  

0  1：3  tOc［1  0  1：4  】Ocm  

（38）  （22－25・28－35・37）  

ドiさ‡．1511－t2サ什廿＝川トトの上帯  
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T∵亡羊、62（11－21）  

′「一 
′り迩   ■ 

′′－   J†  

、ミi 
～ 

引（1t－21）   

1：3  10cm  l－－  0  1：4  tOc爪  

（26・36．46→48・51．53．54．5ト63）  （56）  

ドiをミ．161Ⅰ－12・13・15・1G・17，19，2tン‖川・1‖二＝十．の上郡  
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（7t・74・87）  （65・72・73・76・78・8ト86・92・g3）  

ト’ig．171Ⅰ－22・25・28・2〔）・3ト33・こi5り・住居址川上の上帯  
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12  

（∧【ギブクニ】二） ▽   。  111 
（lt－16）  

l  川  
tOcM （1t－17）  2：8  5cn  

鉄棒（1・8－14）l石製点（8・4）  石墨（l・2）  

Fig・1811－35・37・40号什居址＝．上の二1二礼 金属軋1／．，石製＝．■．  
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（t－柑）  
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PL．1  

追跡全琉（北方の上野回分寺跡を望む）  

Ⅰ卜りナ侶刑止（南から）  lト小甘什居址カマド（仲から）  

l  l．  

■  
ll－2サ†‡瀬川こ（西から）   ‖－4号什居址迫物日二日伏億（叫から）  



PL．2  

Ⅰト9号住居址遇物日二仁一人偲（束から）  lI－15号什居址カマド（西から）  

ⅠⅠ－16サ住居址（川から）  ⅠⅠ一19・20り・什居址（西から）  

∧・Iミ・1＝む全損   



P」．3  

Ⅰl－21号住居址（西から）  平安の州作址（北西から）  

H－25－㌢軋屈址（西から）   lⅠ－25号住盾址カマド（西から）  

Ⅰ・Ⅰ一12号什刷Il：遺物＝二1二状態（北から）   



Ll－33号什屈址カマド（北西から）  ‖－33号住J錮卜逝桝＝土状態（北西から）  

ⅠⅠ－39号性情血：（西から）   
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